
問題（序論）

　ウィリアムズ症候群（Williams Syndrome; 以下, WS

とする）児は，エラスチン遺伝子を含む染色体領域（7

番染色体の長腕（q）11.23）の微細欠損によって引き起

こ さ れ る 隣 接 遺 伝 子 症 候 群（Ewart et al., 1993; 

Osborne, 2006）であり，発生頻度が20,000 ～ 30,000人

に1人という稀な遺伝子疾患である（細川, 2003; 永井, 

2007）。また，WS児は，特定の臨床的症状，あるいは

身体的特徴を併せ持つことが多く，妖精様顔貌elfin 

face（腫れぼったい眼瞼，星状虹彩，鞍鼻，長い人中，

不正咬合，突き出て厚い口唇，大きな口など）や先天性

の心疾患（大動脈弁上部狭窄症，末梢性肺動脈狭窄，心

室/心房中隔欠損など），消化器・尿路系の異常（鼠径ヘ

ルニア，膀胱/結腸の憩室炎など），成長障害（低身長，

低体重など），運動発達遅滞（幼児期における筋緊張低下，

定頸/初歩が遅れるなど），協調運動発達障害，などがみ

られると言われている（Bellugi, Lichtenberger, Jones, 

Lai & St George, 2000; Morris, 2006; Morris, Demsey, 

Leonard, Dilts & Blackburn, 1988; 中西・大澤, 2010; 

Palacios-Verd? eta al., 2015）。

　さらに，先行研究より，WS児は特徴的な認知能力を

持っていることが明らかにされており，人なつこく社交

的 で（Jones & Smith, 1975; Lenhoff, Wang, Green-

berg & Bellugi, 1997），社会性の良好さが示唆される一

方，語用論的側面の発達に弱さがみられる（Mervis & 

John, 2010; Mervis  & Velleman, 2011），言語性短期記

憶（verbal short-term memory）は良好である（Mervis 

et al., 2000; Vicari, Brizzolara, Giovanni, Pezzini & 

Volterra, 1996）が，視空間認知能力には障害がある

（Lenhoff et al.1997; Meyer-Lindenberg, Mervis & 

Berman, 2006）など，認知能力に偏りがみられること
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が指摘されている。

　また，WS児の言語発達に関して，WS児は，通常，

軽度～中等度の知的障害を伴うと言われているものの，

知的・発達諸検査から明らかにされる知能指数から想定

されるよりも，言語発達は有意に優れていることが従来

の先行研究から示されている（Bellugi et al., 2000; 細川, 

2003）。例えば，同じ精神年齢を持った定型発達児との

比 較 で，WS児 は 同 等 の 語 彙 理 解 力 を 持 っ て い る

（Volterra, Capirci, Pezzini, Sabbadini & Vicari, 

1996），WS児の語彙理解に関する成績は精神年齢から

想 定 さ れ る 以 上 で あ る（Bellugi, Bihrle, Jernigan, 

Trauner, & Doherty, 1990）など，WS児の語彙発達は

極めて良好であることが先行研究より示されている。ま

た，WS児は受動態や条件文などと言った統語的側面に

おける理解・産生も良好である（Bellug et al., 1990；

2000; Bellugi, Wang & Jernigan, 1994）などと言った

報告も見受けられる。このように，従来の先行研究の結

果から，WS児は言語発達が良好であるということが明

らかにされている。

　しかし，その一方で，上記で挙げられた研究成果とは

異なり，近年の先行研究では，WS児の言語発達，特に

統語的側面の発達には問題があるのではないかと指摘す

る報告が複数見受けられるようになってきている。例え

ば，WS児は，同等の精神年齢を持つ定型発達児に比べ

て，構文理解面における成績は有意に劣っており，受動

態などの文法的形態素の理解や使用が不良である

（Eliseo, Verónica, Maite & Aránzazu, 2017; Karmiloff-

Smith et al., 1997; Perovic & Wexler, 2007; 2010; 

Volterra et al., 1996; Volterra, Caselli, Capirci, 

Tonucci & Vicari, 2003）など，WS児の統語的側面の

発達が有意に遅れていることが示唆されている。

　上記のように，WS児の言語発達はアンバランスさが

みられ，特に，統語的側面の発達には，理解面や表出面

にそれぞれ制限があり，様々な課題が挙げられている。

しかし，我が国では，WS児の言語発達について検討さ

れ た 報 告 は 少 な く（ 語 彙: 中 村, 2016; 読 み 書 き: 

Nakamura et al., 1999; Nakamura et al., 2009; 中村・

水野・熊谷, 2010），WS児の言語発達様相，特に統語的

側面の発達様相においては，基礎的研究が不十分である。

　そこで，本研究では，事例的検討として，日本語を母

語とするWS児の統語的側面の発達における実態を，同

様の検査を行った定型発達児のデータ（Koizumi, Saito 

& Kojima, 2019）と比較分析し，明らかにすることを

目的とした。

方法

対象
　2 ～ 3語文以上の音声言語表出ができるWS児5名を対

象とした。生活年齢は平均159.8 ヵ月（SD=18.3 ヵ月, 範

囲=11歳5 ヵ月～ 15歳0 ヵ月），絵画語い発達検査（Picture 

Vocabulary Test-Revised; 以下, PVT-Rとする）によ

る語い年齢は平均104.2 ヵ月（SD=8.7 ヵ月,　範囲＝7歳

8 ヵ月～ 9歳5 ヵ月）であった（Table 1）。また，対象

児に聴覚障害はなく，音声言語でのやり取りに支障は認

められなかった。対象児はいずれも療育手帳がB1 ～ B2

（中度～軽度）と判定を受けていた。

　なお，本研究は，関東地方の特別支援学校や療育機関，

または関東地方以外の2県の親の会の代表者を通じて協

力者を募集した。

手続き
　対象児に対して，以下の課題を対面，またはオンライ

ンで個別に実施した。なお，対面で実施したものは2名

（WS1，WS2），オンラインで実施したものは3名（WS3

～ WS5）であった。

　対象児が本研究を適切に実施できるかどうかを判断す

るために，各課題にそれぞれ練習問題を設け，各刺激絵

に割り振られた番号を口頭，または指差しで答えても

らった。オンラインで実施した場合は，画面越しに刺激

絵がよく見えているか，または検査者の音声がよく聞こ

えているかなどを対象児と保護者にそれぞれ確認したう

えで，実施した。練習問題を正答できた場合，実施可能

と考え，本調査を実施した。

Table 1　対象児
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語彙の発達評価
　 語 彙 発 達 を 評 価 し， 語 い 年 齢 を 算 出 す る た め，

PVT-R（上野・名越・小貫, 2008）を実施した。

構文理解課題
　対象児の日本語文法理解力を評価するために，日本語理

解テスト（Japanese test for Comprehension of Syn-

tax and Semantics; 以下, J.COSSとする; 中川・小山・

須賀, 2010）を用いた。J.COSSは，Test for Reception 

of Grammar（TROG; Bishop, 1989） とL'É.CO.S.SE 

（Lecocq, 1996）を参考に作成されており，「第一部：語

彙の理解」と「第二部：文の理解」から構成されている。

「第一部：語彙の理解」は，「第二部：文の理解」で使用

する語彙の理解状況を評価するものであり，名詞27語，

動詞8語，形容詞5語から構成されている。「第一部：語

彙の理解」は，就学前の幼児や語彙知識に問題がある児

童を対象に実施される。一方，「第二部：文の理解」は，

文法理解能力を評価するもので，否定文・三要素結合文

（三語文）・置換可能文（可逆文）・受動文など計20種類

の文法項目が設けられており，各項目に問題が4問ずつ

（計80問）設定されている。

　手続きおよび採点方法は，J.COSSの実施マニュアル

に従って実施し，得られた解答から項目別正答率（各項

目で設定された問題4問に対して正答した割合）と通過

項目数（項目別正答率が100%であった（通過した）も

のの合計）を算出した。

構文表出課題
　ダウン症候群児者の構文能力を検討するために考案さ

れた検査（斉藤; 2002, 2003）を参考に，独自に作成し

た構文表出課題（Koizumi et al., 2019）を用いて，子ど

もの構文表出能力を測定した（Table 2）。また，ボイス

レコーダーを用いて，音声を録音した。

　実施の際には，対象児に絵カードを見せて，「これは

どうしていますか（何をしていますか）？」と口頭で問

い，文レベルでの表出を促し，6種類の格助詞と2種類の

態の表出を評価した。目標となる格助詞や態が引き出せ

ない場合は，格助詞や態を引き出せるような工夫を行っ

Table 2　課題文

05ウィリアムズ症候群児における統語的側面の発達の予備的検討.indd   4305ウィリアムズ症候群児における統語的側面の発達の予備的検討.indd   43 2022/11/14   16:402022/11/14   16:40

【再校】



教　育　相　談　研　究　　第58巻44

た（例：付着格を目標とする文「クマが椅子に座ってい

る」に対し「座っている」と答えた場合，絵カードを指

さして「これは椅子です。椅子という言葉も加えてお話

を作ってください」と指示し，付着格「に」の表出を促

す，等）。

　また，本調査では，斉藤（2002, 2003）に従い，分析

対象とする格助詞や態の表出が正しく使用できていれ

ば，検査文を完全に表出していなくとも，正答とみなし

た（例：主格「が」が動作主の後に付属されている，対

格「を」や付着核 ｢に｣ などが被動作主や目的語などの

後に付属されている，述部が適切な形で表出されている，

等）。

　評定基準は，3文中2文以上の正答の場合を【習得】，3

文中1文正答の場合は【やや習得】，それ以外は【未習得】

とした。

分析方法
　本研究は，同様の検査を行った3 ～ 6歳の定型発達児

78名の結果（Koizumi et al., 2019）を基準に，各WS児

の成績を個別に比較した。なお，比較対象となった定型

発達児には，医学的診断名や明らかな言語，または発達

遅滞はなかった。

　定型発達児における詳細はTable 3に示した。

倫理的配慮
　本研究は，第一著者が所属する研究倫理委員会の審査・

承認を得て実施した（課題番号：筑2020-97 A号）。また，

関係機関の承諾を得て，本研究協力者である本人と保護

者の方に口頭または文書での説明を行い，同意を得たう

えで実施した。

Table 3　文法機能別からみた構文理解課題の成績の比較
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結　果

1．構文理解と語い理解
　J.COSSの結果をTable 3に示した。WS児においては

項目別正答率（各項目で設定された問題4問に対して正

答した割合），定型発達児においては通過項目率（通過

した項目数の全体の割合）の平均値を示した。定型発達

児の結果を基準に各WS児の成績をみていくと，J.COSS

については，WS1は5歳相当，WS2は5歳相当，WS3は6

歳相当，WS4は6歳相当，WS5は3 ～ 4歳相当であった。

　また，各WS児における語い年齢と定型発達児におけ

る年齢別語い年齢の平均をTable 1とFig. 1に示した。

WS3やWS4のように語い年齢の成績が高い児童の方が

WS1のような語い年齢の低い児童に比べて，構文理解

面の成績が高く示されていた。また，J.COSSの項目別

正答率をみてみると（Table 3），どのWS児においても，

文法的に複雑な構造である課題文の正答率は顕著に低

かった。しかし，5名のWS児は，文の長さが長い文法

構造である課題文（多要素結合文）の正答率は低くなら

ない傾向がみられた。

2．構文表出
2-1．格助詞の表出
　WS児における格助詞の習得数（【習得】を示した格

助詞の数）をFig. 2に示した。また，定型発達児におい

ては年齢ごとにおける格助詞の平均習得数を示した。

　定型発達児の結果を基準に各WS児における格助詞習

得数をみてみると（Fig. 2），WS1とWS2，WS5は5歳

相当，WS3とWS4は6歳相当であった。このように，5

名のWS児は，格助詞習得数が5 ～ 7個と多く，様々な

種類の格助詞を使用していた。また，理解面と同様に，

WS3やWS4のような語い年齢の成績が高い児童の方が

WS1のような語い年齢の低い児童に比べて，構文表出

面の成績が高く示されていた（Fig. 1, 2）。

2-2．態の表出について
　各WS児における態習得数をTable 4に示した。また，

定型発達児群においては，年齢別における態の平均習得

数とSDを示した。

　WS児5名のうち，受動態で【習得】を示したものは

WS3だけであった。使役態は，WS3とWS4の2名だけが

【習得】を示した。

Fig. 1　WS 児の語い年齢と定型発達児の語い年齢の平均

05ウィリアムズ症候群児における統語的側面の発達の予備的検討.indd   4505ウィリアムズ症候群児における統語的側面の発達の予備的検討.indd   45 2022/11/14   16:402022/11/14   16:40

【再校】



教　育　相　談　研　究　　第58巻46

Fig. 2　WS 児の格助詞習得数と定型発達児の格助詞平均習得数

Table 4　態習得数の差の比較
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　以上のことから，受動態を習得しているWS児は1名，

使役態を習得しているWS児は2名だけであった。また，

受動態および使役態で習得を示したWS児はいずれも，

語い年齢の成績が9歳レベルの児童（WS3）であった

（Table 1, 4）。

考　察

　構文理解面について，本調査の結果から，WS1や

WS2，WS5など，WS児の語彙発達は7 ～ 9歳相当であ

りながら，統語発達段階は過半数が年少から年中段階で

あることが示された（Table 3, Fig. 1）。このことから，

WS児は語い年齢から推定されるよりも統語的側面の発

達は発達せず，形態的・統語的に複雑な側面における理

解に困難を示すことが考えられる。また，この結果は，

海外の先行研究（Volterra et al., 1996）の結果と類似し，

近年の研究成果で示唆された「WS児の統語的側面の発

達は必ずしも良好ではない」という知見を支持すること

ができたのではないかと考える。したがって，本研究の

結果より，日本語を母語とするWS児においても，言語

発達，特に統語的側面の発達に遅れがあることを明らか

にすることができた。

　また，上記に加えて，本研究の結果から，WS1や

WS2，WS3など，WS児は文の長さが長い文法構造であ

る課題文（多要素結合文）の正答率は低くならない傾向

がみられた。従来の先行研究から，WS児の特徴的な認

知能力の一つとして，言語性短期記憶が良好であること

が一般的に知られている（Mervis et al.，2000; Vicari 

et al., 1996）。この能力は統語的側面の発達と十分な関

連性があることが示唆されており（Baddeley, Gather-

cole & Papagno, 1998; 深水・藤田, 2014; 松本, 1993; 

1999），実際のWS児の語彙，または統語的側面の発達

のいずれにおいても強く関連していることが報告されて

い る（Grant et al., 1997; Mervis & Becerra, 2007; 

Pléh, Lukács & Racsmány, 2003; Robinson, Mervis & 

Robinson, 2003）。このような特徴を踏まえると，WS

児はある一定の文の長さを記憶として保持することはで

きるが，理解することには限界があり，言語情報を意味

的・統語的に処理することが難しいのではないかと考え

られる。言語性短期記憶と統語的側面の発達における関

係性については，今後，事例を通して検討する必要性が

あるだろう。

　一方，構文表出面については，従来の先行研究より，

WS児は，話し好き（Jones & Smith, 1975）で，言葉に

よる説明が巧みで，言語表出面の発達が有意に優れてい

る（Bihrl, Bellugi, Delis & Marks, 1989; Bellugi et al., 

1990; Lenhoff et al., 1997）など，言語・コミュニケーショ

ン面に遅れを感じさせないことが示唆されている。本研

究においても，5名のWS児は，格助詞習得数が5 ～ 7個

と多く（Fig. 2），様々な種類の格助詞を文法的に正し

く使用することができていた。このことから，WS児は，

構文理解面とは異なり，構文表出面は良好であることが

示唆できる。

　しかし，受動態および使役態の表出においては，習得

しているものが1 ～ 2名（WS3とWS4）と少なく，定型

発達児群に比べて，態の習得が困難であることが示唆さ

れた。喜舎場（1998）によると，受動文の理解が可能と

なるにはピアジェの発達段階における具体的操作段階（7

歳～ 11歳）に達し，かつ脱中心化を獲得する必要があ

ることを示唆している。これらの文法機能を習得するた

めには，登場人物間の関係性，すなわち自他の視点を区

別し，相互の視点から判断ができる能力が必要であるの

ではないかと考える。

　他者視点の理解が求められる課題の代表例として，「心

の理論課題（Baron-Cohen, Leslie & Frith, 1985）」が

挙げられる。この課題は，自閉スペクトラム症児が心の

理論の獲得の困難さがあることを指摘し，自閉スペクト

ラム症児の抱える問題を明確にした有名なものである。

これに関して，自閉スペクトラム症児の対極にあるよう

な社会性の発達を持つWS児は，「心の理論」が比較的

保たれているだろうと推測されていた。しかし，Tager-

Flusberg & Sullivan（2000）はその推測に否定的で，

同等の生活年齢，IQ，および言語発達（語彙・文法理解）

を持つプラダー・ウィリー症候群児と非特異的精神発達

遅滞児，WS児の3群を対象に，心の理論課題を用いて

比較検討した。その結果，3群間に有意な差はなかった

と示し，Tager-Flusberg & Sullivanは，WS児は社会

的認知に障害を受けていることを主張した。同様に，

WS児の社会的認知は良好ではなく，自閉スペクトラム

症児が持つような特徴を多く持っていることをLaws & 

Bishop（2004）も主張している。自閉スペクトラム症

児においても，受動文理解の困難さがあり，その背景に

は視点移動の問題があるのではないかと考察されている

（中川・松本（島守）・伊藤, 2013）。これらのことから，

WS児でみられた態の使用の困難さには，他者視点など
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と言った社会的認知などによる問題が背景にあり，その

影響を受けている可能性があるのではないかと推察でき

る。

　上記より，WS児における構文表出面の発達を捉える

にあたって，IQや精神年齢などといった知的機能レベ

ルだけでなく，他の認知的側面の発達も影響を与えてい

る可能性は高いと考える。しかし，本研究は対象児・者

の人数が5名と少なかったため，今後はさらに対象児・

者数を増やす，あるいは事例的研究を積み重ねていくこ

とで，WS児の統語的側面の発達に影響を与え得る要因

について検討していく必要があるだろう。

　最後に，本研究対象のWS児5名のうち，構文理解お

よび構文表出課題の成績がともに優れていたWS児2名

（WS3，WS4）の特徴についてをまとめてみると，（1）

2名とも語い年齢が9歳以上であり，（2）生活年齢が6歳

の定型発達児と同様の構文理解および構文表出課題の成

績を示していた。また，（3）他のWS児では認められな

かった受動態や使役態などといった態の習得が認められ

た。一般的な文法機能の発達について，国立国語研究所

の調査（1964; 1977）によれば，就学前の子どもは日常

生活に必要な基本的文法形式を理解することができ，受

動文などと言った文を正しく作り出せることができると

言われている。この知見に従うと，本研究の結果から生

活年齢が6歳の定型発達児群とほぼ同等の日本語文法理

解，および表出能力を示した2名のWS児（WS3，WS4）

は，日常生活場面において必要な日本語文法機能の理解

および表出をすることができる可能性が高いのではない

かと考えられる。したがって，WS児を対象に，日常生

活場面における基本的文法形式の理解，または態の表出

を促していくためには，語い年齢が9歳程度に達してい

ないと難しいのではないかと推測できる。しかし，この

点においては，対象児・者数を増やし，他の認知機能発

達と関連付けていきながら今後検討していく必要性があ

る。

3. まとめ

　本研究は，WS児の話し言葉における統語的側面の発

達の実態を明らかにすることを目的に，構文理解および

構文表出課題を用いて，5名のWS児を対象に，先行研

究（Koizumi et al., 2019）における定型発達児の結果と

比較検討をした。

　その結果，WS児は，（1）より多くの文法的形態素を

表出することができることから，一見，言語・コミュニ

ケーション発達に問題がないように見受けられる。しか

し，（2）同一，または低い語い年齢を持つ定型発達児に

比べて，WS児は，形態的・統語的に複雑な側面におけ

る文の理解が困難で，かつ（3）態（受動態，使役態）

の表出においても困難を示していた。したがって，本研

究の結果より，WS児は形態的・統語的に複雑な側面に

おける発達に困難さがあることが明らかとなった。

　以上のことから，WS児の言語発達は，一見，遅れを

感じさせないように見受けられるが，理解や表出，また

は語彙や統語など言語領域内において発達の差があるこ

とが考えられる。

　また，WS児は，認知能力に偏りがあり，これらの偏

りがWS児の言語発達に何かしらの形で影響を与えてい

る可能性が考えられる。WS児の言語発達様相を厳密に

捉えていくためには，各固有の認知領域の発達様相との

関係性について細かく検討していくことが，今後重要で

ある。今後，基礎的，または事例的研究を通して，言語

性短期記億や他者視点の理解などといった認知的特性な

どとの関係性について検討を行い，新たな知見を蓄積し

ていく必要がある。
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